


























































３ たとえば Peter A. Campbellの “Teaching Japanese Noh Drama through Visualizing

















































































































































































７ Seymour Chatman, Story and Discourse : Narrative Structure in Fiction and Film ,























































（１）イェイツの劇『鷹の井にて』（At the Hawk’s Well）、『骨の夢』（The
Dreaming of the Bones）
言わずと知れた、能をモデルとしたイェイツの一連の劇中の二編である。
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学生には、このうち一本と、その元となった能作品（前者の場合は〈養老〉、
後者は〈錦木〉）を比較させる。イエイツが何を能から拝借し何を能から変
えたのか、その理由は何なのか。学生にこの問を考えさせるにあたり、能に
出会ったころのイェイツをとりまく文学的・政治的状況と、その中でイェイ
ツが抱えていた問題意識を整理しておくことが、きわめて有効である。
アイルランド文芸復興運動の一環として、超自然的なキャラクター（精霊、
亡霊など）や現象をどう舞台の上にあげられるのか。どのようにして、リア
リズムの制限から自由な、より詩的な、より象徴的な舞台を作り上げられる
のか。劇場運営にまつわる経済的な制約なく、つまり一般大衆やマスメディ
アの嗜好に左右されることなく、舞台を上演できるのか。これらの問題解決
にイエイツが能の技法をどのように利用したのか、という観点から彼の作品
と元の能作品を比較することで、学生たちはおのずから、能の様々なルール
がいかに演劇を「自由」にするものであるかということを、具体的に学んで
いく。
装置を極力つかわない舞台、所作を抽象化し、舞台上の役者の数を最小限
に抑えた舞台は、上演にあたって経済的基盤をほとんど必要としない。また
面の使用、楽器奏者やコーラスや舞台アシスタント（イエイツの劇ではこれ
ら三者の役割を “singer” が兼務している）の舞台上での顕著な存在は、演劇
の虚構性を観客の目に、意識に明らかに示すものであり、その意味でリアリ
ズムの枠からこの舞台が最初からはみ出していることを明らかにする。であ
ればこそ、超自然的な存在が自由に舞台に現れることができるし、舞台を一
回りしただけで山道を旅したことにもなる。そして言葉、とりわけナレー
ションによる情景描写は、「灰緑色のひすいの盃、あるいは瑪瑙の盃を縁ま
で満たすワインのように、死者達の夢が谷間を満たす」（『骨の夢』）という
ような、視覚的・聴覚的仕掛けによってはほとんど不可能な、超現実的かつ
詩的な情景を舞台の上に描き出す。
（２）新作能
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伝統的な能の形態をそのまま踏まえた新作能ではなく、伝統的な形にどこ
か変更を加えている作品を、授業ではとりあげる。イェイツの『鷹の井』を
もとにした一連の作品群（横道萬里雄作『鷹の泉』（1949）、同作『鷹姫』
（1967）、高橋睦朗作『鷹井』（1991））、臓器移植という現代の倫理問題をと
りあげる多田富雄作『無明の井』（1989）、さらに地球が消滅したあとの宇宙
を舞台とするジャニーン・バイチマン作の英語能『漂炎』（Drifting Fires ,
1985）などが、これまで取り上げた作品の一部である。「従来の能の何を変
えたのか、どのような効果を狙って変えたのか」という問いだけでなく、
「なぜこのテーマの作品を能で作るのか、能の形態によって何が可能になっ
ているのか」という問いについても常に立ち返りつつ、学生たちはこれらの
作品の台本を読んでいく。
（３）能の技法の一部をとりいれた現代作品
一般に「新作能」と呼ばれる作品群よりは明らかに能の技法の割合が低い
ものの、何らかの能の技法の借用が明らかであり、それが作品構成上の大き
な柱となっているもの、そういった演劇作品群についても、授業では紹介し、
討議する。
例えば平川祐弘作、宮城總演出の『ク・ナウカで夢幻能な「オセロー」』
（2005）がある。シェイクスピアの『オセロー』を、デズデモーナの亡霊を
シテとする夢幻能仕立てとしたもので、夢幻能の基本的な構成自体は比較的
忠実に守られているが、演出面ではかなり自由である。器楽曲は能の囃子で
はないし、装束も着物に限らず、能面は用いない。謡の節付も能のそれでは
なく、間狂言にあたる役を地謡が担ったりもする。作品のＤＶＤを見つつ、
能の特徴のどこを借り、どこを変えたのか、その目的は何なのか、更には果
たしてその目的は達成されているのか、といった点まで踏み込んで討議させ
ることが、学生に「自分だったらどうするか」を考えさせる契機となってい
るようである。
鈴木忠志、岡本章、ロバート・ウィルソンという、能の特徴をそれぞれの
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作品に強く生かしている演出家の舞台もまた、有効である。鈴木忠志の舞台、
および岡本章の舞台では、能の「構エ」を取り入れた役者の所作が舞台の上
でどのような効果を上げているか、という点を学生に考えさせる。
ウィルソン演出の舞台を扱う場合は、同じ演目（たとえばオペラ『蝶々夫
人』）を伝統的なリアリズム的手法で演出した舞台（たとえばゼッフィレッ
リ演出舞台）と比較させてみるのが効果的である。装置や小道具のほとんど
ない舞台、ぎりぎりまで切り詰めた所作。まったく同じ台本、音楽でありな
がら、演出に能の技法を応用することがどれほどまでに観客の鑑賞態度を左
右するのか。これまでの授業で学んできた能技法の可能性を、学生は目の当
りにすることになる。
また能の所作の応用例としても、ウィルソンの舞台は興味深い。岡本章や
鈴木忠志の舞台のように演者に能の構エに基く身体技法を習得させる（ある
いは能役者を舞台に上げる）かわりに、ここでオペラ歌手は常に脇をすこし
あけた姿勢を保ち、非常にゆっくりと動く。我々の通常の姿勢において、脇
をあけずに腕が肩から自然にだらんと落ちているのに対し、脇を常に少しあ
けることによって「非日常」であることが、つまり「意識的な所作」である
ことが明らかになる。こうした「明らかに意図的な所作」によって、能同様
に、観客の積極的な解読をいざなっているのである。
ほかのリアリズム的手法で演出された舞台で、蝶々さんが泣いたり笑った
り駆け回ったり、転がりまわったりさえするのに対し、ウィルソンの舞台の
蝶々さんは極めて静かである。その所作のかすかな動き、指一本の動きを観
客は注視して８、その意味を解読しようとする。そんな形でも能の要素の応
用が可能であるということを、舞台の比較を通じて学生は学ぶことになる。
８ たとえば最後の蝶々さんの自死の場面では、他の演出家の舞台では通常「切
腹」や「首を刃物でつく」という動作が小道具（小刀等）を用いて具体的に描か
れるのに対し、Wilson演出においては刃物にあたる小道具は一切舞台にあらわ
れない。蝶々夫人は自分の首のまえに、地面と平行にまっすぐ手の平を延ばした
後、指を一本だけ下におりまげる。その指一本の所作で、きわめて端的に彼女が
自死したことが示される。
学生が作る新作能
149
五 学生がつくる新作能
（１）課題
さてこれらの準備を経た上で、いざ学生が自分で作品をつくる段になる。
ただ便宜上「新作能」とは呼んでいても、実際には「何らかの能の要素をと
りこんだ作品」という方がふさわしいだろう。学生には、能の特徴のどれを
どの程度取り込んでも自由としている。発表形態はどのような形でもよいが、
かならず以下の五点を、発表時の配布資料において説明することが義務づけ
られている。
・本説：何を元ネタとしているのか。もちろん、学生が自分で考えた
オリジナルな物語を能にしたててもよいのだが、既存の物語を能に
する場合は、その元ネタの紹介をすること。
・作品構成（舞台、時代、登場人物、前場と後場の構成）：台本まで
書きたければ書いてもよいが、そこまでは義務としない。ただし、
できるだけ詳しく作品の内容を説明すること。
・作品の目的：既存の物語を、あるいは自作の物語を、なぜこのよう
な形で舞台化するのか。この舞台化によってどのような効果を達成
したいのか。
・使用した能の技法と、その目的：作品のどの面において、能のどの
技法を使用しているのか。どのような効果をあげるためにその技法
を使うのか。
・伝統的能との相違点と、その目的：伝統的な能からどの部分を変え
ているのか。また変える理由はなにか（どのような効果のためか）。
（２）教員の例：「新作能 王子パリス」
課題に追加して、教員の側からも新作能の一例を見せることにしている。
その為に試作したのが、以下に紹介する新作能『王子パリス』である。学生
にはＡ３表裏に、指示した五点について細かく説明したレジュメを配布し
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ている。
・本説：ギリシャ神話。トロイア王子パリスは、「世界一の美女」と
いう報酬ゆえに、金のりんごをアフロディーテに渡す。アフロ
ディーテの手引きで、スパルタ王メラニオスの王妃であった（世界
一の美女）ヘレネを奪ったパリスは、祖国トロイアに逃げる。これ
をきっかけとしてトロイア対ギリシャ連合軍のトロイア戦争が勃発
し、10年の戦の後パリスは戦死、トロイアは炎上する。
・作品構成：前場では現在のスパルタを訪れた旅人が、王城跡の廃墟
でパリスの亡霊と出会い、パリスにまつわる一連の物語を聞く。後
場、再び現れたパリスの亡霊は、スパルタ王の宮廷でヘレネと初め
て出会って恋に落ち、駆け落ちを決めた一夜を再現し、舞う。
・作品の目的：「一人の美女ゆえに国を滅亡に導いた愚鈍な王子」と
いう従来の評価とは違う新しいパリス像、純愛の権化としてのパリ
ス像を、複式夢幻能の構成を利用して提示したい。
・使用した能の技法：複式夢幻能という構成による、パリスの主観を
通した既存の物語の再構築、後場の舞による言語を超えた感情表現、
装置のない舞台、言語による情景描写、役者のゆっくりとした動き
など。（それらの効果については先述したので、ここでは繰り返さ
ない。）
・伝統的能との相違点：能役者以外が演じる可能性を考えたときに、
たとえば言語は日本語である必要はない。節回しも謡そのままであ
る必要はなく、シェーンベルクのモノオペラ風であったり、グレゴ
リオ聖歌ふうであってよいかもしれない。舞台が日本ではない以上、
衣装もシンプルでさえあれば着物の必要はないし、所作もロバー
ト・ウィルソン風をとりいれられるかもしれない。成仏などの仏教
的要素をいれる必要もなければ、面や囃子も能そのままでなくても
よいかもしれない…。
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等々とかなり細かく能との相違を書き出し、それぞれによって「何が可能
になるか」を説明していくと、学生の側もそれに触発されてか、なかなか面
白いアイデアを出してくれる。次項ではそのうちいくつかを紹介したい。
（３）学生の作品例
以下に紹介するのはこれまでに学生が出した「新作能」案のごく一部であ
る。授業では、ただレジュメ（Ａ４で２枚程度）を口頭発表する、という
形をとるものがほとんどであったが、中には、レジュメに加えて、いくつか
の場面を自分たちで演じて写真にとったものや、あるいは舞台装置や衣装な
どのデザイン画などをプレゼンに加えるものもあった。ちなみに学生には、
個人で発表してもグループを組んで発表してもよいとしてある。
・能〈舞姫〉
森鴎外の原作『舞姫』は、あくまで男性側の一人称の視点で描かれており、
発狂後のエリスの心の中は闇でしかない。そのエリスの亡霊が主人公の夢幻
能とすることで、原作が描かなかったエリスの懊悩を本人からつぶさに語ら
せ、また舞によって表現してもらうというもの。
・能〈ムーラン・ルージュ〉
映画『ムーラン・ルージュ』が本説。この原作映画も男主人公の視点で描
かれていたのだが、能では女性（サティーン）の亡霊を主人公とすることで、
サティーンの心情を本人から縷々と語り歌い、舞ってもらうことになる。
・能〈慎太郎〉
坂本龍馬と近江屋で討ち死にした、龍馬の盟友中岡慎太郎の亡霊が、近江
屋跡地のコンビニに現れる。自分が襲撃にもっと早くに気づいていれば龍馬
を助けることができたのではないかという悔いから、成仏できないのだとい
う。コンビニ店員は慎太郎の話に耳を傾け、二人の死後繁栄したこの国にお
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いて、龍馬と慎太郎が歴史的英雄とみなされていることを告げる。それを聞
いた慎太郎の亡霊は成仏する。
・能〈ごんぎつね〉
原作『ごんぎつね』は、「お前だったのか」とごんを殺した兵十がごんの
「恩返し」に気づいたシーンで終わる。能は、その兵十の亡霊を主人公とし、
ごんを殺したあとの自分の人生と、死後も続く後悔の念を語らせる。ワキに
あたる狩人から、死後の世界でごんはすでに全てを許している筈だと説得さ
れ、早く会いに行って礼を言えと励ましをうけた兵十の霊は、その決意をす
ると、晴れやかな舞を舞って消える。
・能〈ティボルト〉
『ロミオとジュリエット』の敵役ティボルトの霊を主人公とする夢幻能。
ティボルトの霊は従妹ジュリエットへの恋慕と、ロミオへの憎悪を語り、狂
い舞う。しかしワキにあたる現代の旅人から、二人の悲劇的な死と、それが
もたらした両家の和解とヴェロナの平和について聞き、二人の恋人の亡霊が
死後結ばれて幸福に踊っている姿を目にすると、憎悪から解き放たれて姿を
消す。
・能〈人魚姫〉
アンデルセンによる原作『人魚姫』では、人魚姫は人間の足を得たかわり
に舌を失い、王子への思いを自分の言葉で伝えることができない。その人魚
の亡霊を主人公とした夢幻能にすることで、口がきけず伝えきれなかった王
子への思いを、人魚姫みずからが歌い上げることができる。
・３バージョンの夢幻能〈白雪姫〉
学生が三つのグループにわかれ、それぞれのグループが『白雪姫』の登場
人物の１人をとりあげて、その亡霊を主人公とする夢幻能を制作した。
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・能〈傀儡〉
原作は星新一のショート・ショート「人形」。シテの悪魔は、人間を陥れ
た後、人間の愚かな強欲さをあざわらいながらおどろおどろしい舞を舞う。
邪悪の権化のような存在が主役となって、最後はその悪の勝利で終わるとい
う作品は、従来の能にはない。そんな作品にも能の手法が効果的ではないか、
というのが学生の提案であった。
六 まとめ
何よりも重要なのは、能がはらむ演劇の可能性を、こうした作業を通じて
学生が実感することである。先に述べたとおり、座学として、知識として
「覚える」のではなく、自分が作るという作業を通じて能の可能性を体感し
てほしい。それが演劇自体の可能性の発見につながることであるし、また能
の面白さの実感につながることでもあるからだ。
興味深いことに、いざ自分で作品をつくってみた学生たちから（たとえそ
れがＡ４二枚程度のレジュメであっても）、国籍を問わず、「やってみたら
面白かった」という声を多く聞くことができた。ほとんどの学生たちにとっ
て、自分で新しい劇作品をつくるというのは初めての経験である。彼らが慣
れ親しんできた演劇とは全く異なるさまざまな技法の中から取捨選択し、そ
れが舞台空間でつくりあげる効果を考えながら組立て、手を加えていく作業
に彼らが面白さを感じたとすれば、演劇の可能性を（新作）能を通じて体感
する、という本授業の目的が少しは達成されていることになるだろうか。
さらに言えば、夢幻能という劇形態を応用する過程を通じて、既存の物語
が「誰の視点から語られているのか」という問題に少なからぬ学生が意識的
になる、というのも、当初想定しなかった嬉しい効果であった。能作品をつ
くるという実践が、ナラトロジーの基礎教育に図らずも一役かっているので
ある。
以上が、試行錯誤を重ねつつ、現在なんとか手応えを感じ始めてきている
筆者の授業形態の紹介である。新作能をつくるという作業を通じて演劇理解
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と能理解を育む、という当授業のあり方はまだまだ荒削りなもので、改善の
余地は多いにあろう。その一方で、このアプローチに更に手を加えることで、
日本の大学だけでなく、高校以下の年齢層にも、あるいは海外の大学におけ
る授業にも、何らかの形で応用できるのではないか、と淡い期待を抱いても
いるのである。
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